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　2006 年 4 月からの新介護保険の
施行により，フットケアは「介護予防
事業」（地域支援事業）と「新予防給
付」に組み込まれた。介護予防事業の
運営は，その中核を担う地域包括支
援センターの活動内容と適切さにか
かっているが，伊予郡松前町でも 
2006 年度より「元気で活動的な 85 
歳をめざして」介護予防事業が始ま
り，在宅介護支援センターみどりが
松前町から委託を受けてフットケア
事業を実施した。

■企画と内容
　対象者は，要介護認定を受けてい
ない 65 歳以上の高齢者で，鶏眼，
胼胝，陥入爪などの皮膚トラブルが
ある人，下肢の疼痛による歩行困難
や転倒しやすい人など，足と歩行に
問題がある人とし，事前に参加者宅
を訪問して健康状態のチェックと事
業の説明を行ない，継続して参加で
きるかどうかを確認した。
　フットケア事業は，スケジュール
（表）に沿って講義，フットケア，運
動プログラムの実施，およびセルフ
ケアを取り入れながら，転倒予防と
閉じこもり予防を目的に取り組ん
だ。
　プログラムの内容は，初回と最終
回はフットケアの効果を判断するた
め問診，介護予防検診「おたっしゃ 
21」（東京都老人総合研究所開発）の
記入，身体機能検査，フットルック
による足の状態の観察などを含んだ
フットケアカルテの作成など，測定
とアセスメントの時間とした。特に
フットルックを使った足底部の画像

は，参加者自身が足指の角度や接地
面積，足裏の圧力を確認でき，足に
ついての関心が高まった。測定日に
やむを得ず欠席した人については，
別途測定日を設け，全員のデータ収
集に便宜を図った。
　体力測定，問診，下肢のアセスメ
ント時の注意点として，参加者は他
者と比較して優劣をつけ気にかけ，
その結果必要以上に過度な運動を行
なう傾向があるため，できるだけ「無
理をせず自分のペースを守ること」
「人と比較しないこと」などの理解を
得るように丁寧に説明し，検査とい
う言葉を使用しないなど心がけた。
　「足の手入れと運動」については，
体のストレッチ，下肢のマッサージ，
指と下肢の体操を中心に行ない，参
加者のペースを守り無理をしないよ
うに行なった。個別のフットケアで
は，爪切り，爪ヤスリ，ビューティ
フット，ゾンデを使用して（写真 1）
爪と踵のケアを行なうとともに，参
加者各人の性格や生活状況に応じ爪
の切り方や足の状態について評価・
助言を行なった（写真 2～4）。
　また，教室の最後の時間には参加
者全員が「いい湯だな」や「365 歩の
マーチ」の音楽に合わせて，楽しくリ
ズミカルに全身運動が行なえるよう
転倒予防体操を取り入れ，心地よい
汗を流した。参加者は，個別ケアと
集団指導の組み合わせにより楽しく
気持ちよい時間を過ごし，参加者自
身のエンパワメントを高めていくこ
とができた。
　皮膚科疾患と靴の側面からのアプ
ローチでは，「皮膚科疾患」および「歩

くことが楽な靴」をテーマに，専門的
な講義だけではなく体験や実技を含
んだ内容とした。「皮膚科疾患」につ
いては，皮膚科の医師により，皮膚
の状態に不安がある参加者の皮膚を
採取し，顕微鏡を使用した模擬検査
などを実施することで皮膚科疾患へ
の関心を深めることができた。
　「歩くことが楽な靴」については，
オートテックシューマスターの資格
をもつ靴屋を講師として，フットプ
リントを使いモデルとなった参加者
の足の状態等の計測とアセスメント
を行なった。モデルは自分の足に
合った靴を履いて歩き方の違いを実
感し，参加者は転倒リスクを減らす
靴選びのポイントを学んだ。
　また，プログラム以外の日時では
あったが，参加者へのアフターフォ
ローとして測定結果の評価や生活面
での助言などを内容とした個別面談
を実施した。

■実施と結果
　参加者は 16 名で平均年齢は 75.1 
歳，最高齢者は 82 歳だった。参加
者のほとんどは足病変により転倒の
不安があり，「少しでもよくなりた
い」「自分の足で最期まで歩きたい」
という思いをもっていた。しかし，
自分の足に不安をもちながらも，鶏
眼や胼胝をカミソリやハサミで削っ
たり，必要以上の深爪や市販の白癬
治療薬を購入し塗布するなど，独自
の方法で足の手入れを行ない，「仕方
がないこと」とあきらめていた。
　日程は，6 月 7 日～10 月 13 日の
間の全 10 回で，原則として隔週土
曜日の 2 時間とした。参加者の出席
率は 89％で，軽度の物忘れにより曜
日の間違いや日程を忘れることが
あった参加者に対しては，事業の前
日や当日に確認の電話連絡を行ない
参加できるように配慮した。事業の
進行については，2 名の支援セン
タースタッフが半数ずつ参加者を担
当し，参加者の状況把握やアセスメ
ント，個別の連絡などにあたり，得
た情報やその後の各人の状況につい
ては適宜講師と話し合いを重ねなが
ら，教室の運営を調整した。

松前町発介護予防事業「元気で
活動的な 85 歳をめざして」
介護予防事業でのフットケア
渡邊桂子／増田圭子　松前町在宅介護支援センターみどり
秋山昌江　聖カタリナ大学人間健康福祉学部
岡村絹代　愛媛県立医療技術大学保健科学部

訪問ほっとらいん 在宅介護支援センターが取り組むフットケア事業。2 つの取り組みをご紹介します。
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　フットケア事業終了後，参加者か
らは次のような声を聞くことができ
た。まず，足の状態の変化とトラブ
ルの改善については，「手入れにより
足がきれいになった」「足の痛みがな
くなった」「歩きやすくなった」「足の
裏がすべすべになった」「また自転車
に乗れるようになった」などであっ
た。また，「いつもきれいする意識
がついた」「お風呂で丁寧に洗い磨く

ようになった」「足の手入れが習慣に
なった」「身体よりも足の手入れに時
間をかけるようになった」「爪にも気
配りができるようになった」「新聞で
関連の記事を見つけるとファイルし
ている」「毎日手入れや運動を続け，
少しでも元気でいたい」など，足への
関心が高まっていた。
　フットケア事業終了後の生活につ
いては，教室の終了が近づくにつれ

て，「教室が終わったらどうしようか
と悩んでいる」「引き続き次のグルー
プにも参加できないか」等の声が上
がりはじめ，それが不可能だと知る
と落胆の声があがった。そこで，町
の事業で参加できるメニューとして
「脳の健康教室」を紹介し，5 名が参
加を希望したため調整を行なった。
　その他，「寿命が 10 年延びたよう
な気がする」「女性ばかりと思ってい

表　フットケア事業プログラム／全 10 回

内　　　　　　　容実施日・時間

初回測定（参加者は午前・午後の部に分かれ実施）
・介護予防検診「おたっしゃ 21（最大握力，最大歩行速度，開眼片足立ち時間含む）」
・身体機能検査（身長，体重，血圧，脈拍数，降圧剤の内服，ファンクショナルリーチ）
・フットケアカルテの作成（爪，皮膚のアセスメント，足趾力測定）
・フットルックによる足の状態のアセスメント

第 1 回
6 月 7 日（土）
�1 　 9：30～12：00
�2 　13：00～15：00

・講義「はじめよう！　フットケアで転倒予防」（フットケア専門士）
足の手入れと運動（1）
・体のストレッチ　・足の手入れとマッサージ
・足指と下肢の体操，新聞紙を使った足の運動

第 2 回
6 月 21 日（土）
10：00～12：00

・講義「足によく見られる皮膚科疾患について」（皮膚科医師）
・模擬検査

第 3 回
7 月 12 日（土）
10：00～12：00

足の手入れと運動（2）
・体のストレッチ　・足の手入れとマッサージ
・足指と下肢の体操，踵の手入れ　・転倒予防体操（いい湯だな）

第 4 回
7 月 21 日（月）
10：00～12：00

足の手入れと運動（3）
・体のストレッチ　・足の手入れとマッサージ
・足指と下肢の体操，踵の手入れ　・転倒予防体操（いい湯だな）

第 5 回
8 月 9 日（土）
10：00～12：00

・講義「歩くことが楽な靴について」（オートテックシューマスター）
・実技（フットプリントによる足の計測，靴合わせ，正しいウォーキング）

第 6 回
8 月 23 日（土）
10：00～12：00

足の手入れと運動（4）
・体のストレッチ　・足の手入れとマッサージ
・足指と下肢の体操，踵の手入れ　・転倒予防体操（365 歩のマーチ）

第 7 回
9 月 6 日（土）
10：00～12：00

足の手入れと運動（5）
・体のストレッチ　・足の手入れとマッサージ
・足指と下肢の体操，踵の手入れ　・転倒予防体操（365 歩のマーチ）

第 8 回
9 月 20 日（土）
10：00～12：00

足の手入れと運動（6）
・体のストレッチ　・足の手入れとマッサージ
・足指と下肢の体操，踵の手入れ　・足指運動（タオルのたぐり寄せ）
・バランス力，歩行能力　・転倒予防体操（365 歩のマーチ）

第 9 回
10 月 4 日（土）
10：00～12：00

最終回測定（参加者は午前・午後の部に分かれ実施）
・介護予防検診「おたっしゃ 21（最大握力，最大歩行速度，開眼片足立ち時間含む）」
・身体機能検査（身長，体重，血圧，脈拍数，降圧剤の内服，ファンクショナルリーチ）
・フットケアカルテの作成（爪，皮膚のアセスメント，足趾力測定）
・フットルックによる足の状態のアセスメント

第 10 回
10 月 13 日（月）
�1 　 9：30～12：00
�2 　13：30～15：30
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たら，男性の参加者もいてよかった」
「これまで生きてきて，こんなに丁寧
に足の世話をされたことがなかっ
た。爪まで切ってもらいありがた
かった」「この教室に参加して元気に
なった」「外によく出ていくように
なった」など，精神的な充実を感じて
いるようだった。

■考察
　参加者とともに学び，笑い，ふれ
あった半年間のおつきあいが終了し
た。フットケアの効果を評価するた
め問診，介護予防検診「おたっしゃ 
21」，身体機能検査，フットケアカ
ルテを分析した結果，バランス力や
歩行速度には大きな変化は見られな
かったが，わずかながら認知症およ
び転倒のリスクは改善されていた。
また，鶏眼や胼胝などの足病変や重
心の位置に改善がみられ，全参加者
に足趾力の向上を認めた。
　客観的なデータ以外に，私たちが
最も変化を感じたことは，参加者の
表情や行動であった。事業開始前は
それぞれが足の痛みや不自由さを訴
え，そのことが参加者自身の生活を
受け身で消極的にさせていた。しか
し，プログラムが進むにつれて，参

加者は足に対する関心が高まり，家
庭での手入れが習慣となっていっ
た。
　さらに，爪や角質の手入れにより，
痛みや歩くことへの不安が解消した
ことから，明るい気分となり参加者
同士の会話が弾み，教室全体が活気
ある雰囲気へと変化していった。ま
た，16 名という少集団であったため
か参加者同士が仲良くなり，教室へ
の往復をともにする，教室が始まる
前のお喋りを楽しむ，教室が終了し
た後は近くのショッピングストアー
へ買い物に出かける，ランチを楽し
む，午後からの「家族介護者教室」に
グループで参加するなどフットケア
事業をきっかけに活動的でいきいき
とした生活を送っていたようだっ
た。
　このことは，次の事業（「脳の健康
教室」）への参加や，何かできること
を見つけたい，夫婦でこれからも元
気でいたいなどの声となり，行動へ
とつながったと考えられる。
　介護予防事業の一環としてはじめ
たフットケア事業は，私たちの予想
以上に好評だった。現在セルフケア
を中心とした 2 クール目の教室も
順調で，もうすぐ終わりを迎えよう
としている。秋から冬へ変わる寒い
時期に，参加者は私たちよりも元気
で毎回 30 分以上も前には集合し，
教室のセッティングや後片付け，自
己健康チェックなど自ら行動し，ま
すます元気で頼もしい。しかし，介
護予防は，従来の一次予防の考え方
からより健康で，より QOL の高い
健康寿命の延伸の考え方へシフトし
ているため，単に楽しいとか参加す
ればよいというだけにはとどまらな

い。適切な介護予防プログラムによ
り運営され，効果を検証しながらエ
ンパワメントやセルフケア能力の向
上を目的に参加者自らが積極的に取
り組むことが重要だと感じてい
る1）。
　今回の参加者の多くは，今後も継
続して事業への参加を希望している
ことから，教室終了後のフォローと
して自主グループ活動育成を視野に
おき，次年度はその方向性を意識し
た内容のプログラムとなる予定であ
る。この事業が松前町の「元気で活動
的な 85 歳」の第一歩となるように，
引き続き来年度も取り組んでいきた
い。
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写真　1　使用したフットケア用品 写真　2　爪きり 写真　3　踵の角質除去

写真　4　足のマッサージ
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